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（
質
問
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九
） 

答

弁

第

九

号 

   

衆
議
院
議
員
中
村
高
一
君
提
出
駐
留
軍
労
務
者
の
公
務
災
害
補
償
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送

付
す
る
。 
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衆
質
五
一
第
九
号 

昭
和
四
十
一
年
四
月
八
日 

衆
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議
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山

口

喜

久

一

郎 

殿 

内
閣
総
理
大
臣 

佐 

藤 

榮 

作 

一 

 



 

三 

衆
議
院
議
員
中
村
高
一
君
提
出
駐
留
軍
労
務
者
の
公
務
災
害
補
償
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る 

答
弁
書 

一 

本
件
の
作
業
に
お
い
て
被
害
者
等
が
使
用
し
て
い
た
溶
接
用
の
装
置
は
、
溶
解
ア
セ
チ
レ
ン
を
用
い
る
も
の

で
あ
り
、
労
働
安
全
衛
生
規
則
に
定
め
る
「
ア
セ
チ
レ
ン
溶
接
装
置
」
に
は
該
当
せ
ず
、
当
該
装
置
に
つ
い
て

は
、
同
規
則
に
定
め
る
免
許
を
有
す
る
ア
セ
チ
レ
ン
溶
接
士
の
選
任
を
必
要
と
し
な
い
。 

指
揮
監
督
者
と
し
て
保
安
対
策
上
重
大
な
過
失
が
あ
つ
た
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
本
事
故
の
原
因
お
よ
び
安

全
管
理
上
の
措
置
の
適
否
に
つ
き
、
目
下
、
労
働
省
に
お
い
て
、
防
衛
施
設
庁
、
米
軍
特
別
調
査
委
員
会
等
と

連
絡
を
と
り
つ
つ
調
査
中
で
あ
り
、
そ
の
結
論
を
ま
つ
て
適
切
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
し
た
い
。 

な
お
、
防
衛
施
設
庁
は
、
在
日
米
軍
司
令
部
に
対
し
て
、
事
故
防
止
対
策
を
強
化
す
る
よ
う
申
入
れ
を
行
な

つ
て
い
る
。 

 



三 

従
業
員
の
業
務
上
死
傷
事
故
に
対
す
る
弔
慰
金
、
傷
病
見
舞
金
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
現
在
検
討
中
で
あ 

る
。
こ
の
う
ち
特
に
、
業
務
上
の
死
亡
の
場
合
の
弔
慰
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
早
急
に
実
施
で
き
る
よ
う
米

軍
に
申
入
れ
を
行
な
い
、
目
下
協
議
中
で
あ
る
。 

二 
業
務
上
の
事
故
が
発
生
し
た
場
合
、
た
だ
ち
に
日
本
側
現
地
労
務
管
理
機
関
（
労
務
管
理
事
務
所
、
事
務
所

の
な
い
場
合
は
都
道
県
主
務
課
）
は
、
米
軍
か
ら
通
報
を
う
け
、
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
に
連
絡
し
て
所
定
の

事
故
調
査
を
行
な
う
こ
と
と
し
て
い
る
。 

ま
た
、
防
衛
施
設
庁
は
、
本
件
の
事
例
に
か
ん
が
み
、
在
日
米
軍
司
令
部
に
対
し
て
事
故
発
生
の
際
の
即
時

通
報
、
応
急
措
置
等
に
つ
い
て
万
全
を
期
す
る
よ
う
再
度
の
申
入
れ
を
行
な
つ
た
。 

本
事
故
の
発
生
に
つ
い
て
は
、
現
地
米
軍
は
遺
憾
の
意
を
表
す
る
と
と
も
に
連
絡
通
報
の
遅
延
し
た
点
を
認

め
、
今
後
か
か
る
こ
と
の
な
い
よ
う
十
分
に
注
意
す
る
旨
表
明
し
て
い
る
。 

右
答
弁
す
る
。 

四 

 




